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真核生物の細胞周期、減数分裂、性分化、

遺伝子発現の制御機構を研究しています。

真核生物で最も遺伝子数の少ない生物の一つである

分裂酵母（左図）を用いて、遺伝学、分子生物学、

生化学、細胞生物学的手法を使って研究を展開し、

真核生物に共通の機構の解明を目指しています。
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真核生物の鞭毛の形成と運動の分子機構および

細胞骨格やモータータンパク質のダイナミクスに

関する研究を、細胞生物学的方法（突然変異体の解析、

変異遺伝子の導入、遺伝子発現解析、

ライブイメージングなど）と生化学的方法を

組み合わせて展開しています。

図は培養上皮細胞の蛍光顕微鏡像です。
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動物の「かたちづくり」の解明は生物学の根本的な

テーマであると同時に、人工臓器などへの応用にも

欠かせない重要な課題です。

どうして動物はこのような「かたち」なのかを

解きほぐし、疾病治療・再生医療への貢献を

目指します。
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陸上植物の進化と地球環境の変遷を、現生と

化石植物の比較研究から明らかにすることを

目指しています。

日本だけでなく，南米、マダガスカル、

オーストラリア、南極などから材料を採集し、

高解像度Ｘ線ＣＴスキャナを含めて化石解析も

行っています。
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環境浄化を担う微生物である、硝化細菌（図）が

主な研究対象です。

最近は、新たな硝化菌の純粋培養をいくつか

分離しました。

それらのはたらきを調べ、ゲノムを解読して

比較することで、発見をしています。

環境浄化

主な研究

最近は、

分離しま

それらの

比較する

環境浄化

主な研究

最近は、

分離しま

それらの

比較する

真核生物の微小管は、さまざまな細胞運動に関わる

重要な繊維構造です。 

Ｘ線を使い、その構造の動態を原子スケール

（pm精度）で追跡することに成功しました。
細胞内の環境をまねた水溶液中で、 

微小管に結合する薬剤が、どのような構造変化を

引き起こすか探っています。

抗がん剤の候補となる特殊な薬剤の発掘にも、

この方法は活用できることがわかってきました。
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遺伝情報（DNA配列）をもとに、
コンピュータ計算によってタンパク質の

立体的構造を予測する研究を行っています。

図は、新型多剤耐性菌の持つ抗生物質分解酵素と

抗生物質とが結合した、立体構造の

コンピュータ予測です。
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光合成を行う生物は植物だけではありません。

地球上には様々な光合成生物が棲んでいますが、

その多様な光合成の仕組みや成り立ちを、

原子レベルの細かさで解明する研究をしています。

特に「酸素発生型光合成」の成り立ちに注目し、

その進化の過程を実験によって検証するべく、

「量子生物学」や「合成生物学」といった、

新しい視点や手法でアプローチしています。
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光合成生物学

浅井智広 准教授

Laboratory研究室紹介



当学科では、実際に触れ、体験したことで

知識が醸成される過程を重視しています。

自然史野外実習では、夏季休業を利用して

海や山の環境・生物を観察することで、

自然界の多様性・共通性を体感します。  

多様な生物界や地球環境の現状を

科学的に理解できる人材を育成します

生命に関わる科学技術の発展に伴い、

その利用には、倫理的思考力が必要となります。

生命科学英語では、少人数クラスで生命科学分野の論文を読み、

その科学史的背景を対話形式で紐解くことで

今後どのような課題が予想されるか考えます。

高い社会倫理とコミュニケーション能力を

備えた人材を育成します

分子生物学にＩＴを応用できる人材を育成するべく

１年次の情報処理演習では、簡単なプログラミングを通して

生物機能をデータとして扱うための基礎知識を身につけます。

２、３年次には、バイオインフォマティクスや

タンパク質デザインなど、発展的な科目も履修可能です。

最新のバイオ技術に習熟し、生物機能の

産業利用に応用できる人材を育成します

必修科目として設けられた6つの実習は
それぞれ異なる生物を実験対象としており、

分子生物学を多面的に学ぶことができます。

遺伝子工学実験では、各学生が大腸菌を用いた

遺伝子組み換えを体験します。

生命現象の基礎的な原理・原則を

理解できる人材を育成します
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